
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 施 日   2022 年 7 月 1日(金) 天候 晴れ 

行  程   10 :00JR 京都駅烏丸口→道祖神社→龍谷大学大宮キャンパス正門→西本願寺唐門→ 

1 1 : 1 5京都鉄道博物館→1 2 :５0京都水族館→イルカショー会場（昼食・班長会）→ 

１４:００イルカショー会場で一次解散→１４:３０水族館→１５ :００JR 京都駅解散 

参加人数   ５２名 

費  用   入園料2,960円（京都鉄道博物館 960円・京都水族館2,000円)  

個人負担1,500円 不足分はそら組から補填 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都鉄道博物館・京都水族館 見学会 

活動報告  担当 6 班 

  

 

 

  

 

《一口メモより》 

・猛暑にも全員元気に活動でき、何より最高な日になりました。 

・暑い 熱い あつい の一言。この時期の街歩きは一考、再考が必要でしょうか？ 

・水族館のイルカショー、身も心も癒され、また童心に帰り、笑い、喜び、元気になった

ことでしょう。 

・道祖神社、西本願寺（唐門）を拝観致し、今も昔も変わらずに人の想いを受け止めて

頂く事を信じ参拝、鉄道博物館では日々の技術発展に力強さを感じ、水族館では、

童心に帰り一日を通して、参加全員楽しめた様で、大変良かったと思います。 

・鉄道のジオラマも、イルカショーも楽しかったが、大変熱い一日であった。このよう

な危険な日は、雨天と同様に考えてもよかったかと思う。 

 

今年は統計開始以来最も早い梅雨明け。 

この日は、朝から熱中症警戒アラートが発令され、厳しい京都の暑さを体感しながらスタート。 

道祖神社では、交通安全や皆さんとの末永いご縁を祈願し、約４０年ぶりの修復を終え、桃山時代を象

徴する華麗な姿がよみがえった西本願寺の唐門(日暮門)や、1879（明治 12）年に竣工された龍谷大学

大宮キャンパスのシンボル的な重要文化財の建築物を見ながら、鉄道博物館・水族館に向かいました。 

鉄道博物館では、重要文化財の蒸気機関車からギネス記録の新幹線まで、５３もの車両を見ることがで

き、鉄道開通 150 周年を体感することができました。また、「見る、さわる、体験する」のテーマの元、実

物車両に触れたり、ジオラマをみたりして、童心に帰り、好奇心いっぱいで楽しみました。 

京都水族館は日本初の人工海水を 100％使用した、国内最大級の内陸型水族館で「水と共につなが

る、いのち。」をコンセプトに、京都の鴨川や由良川に生息するいきものから、海に棲むいきものまで展示

されていました。先ずダイナミックなイルカパフォーマンスを楽しみました。イルカのキアちゃんが 9 月

下旬出産予定で２頭の少し寂しいショーでしたが、トレーナーさんとの息はぴったり。オットセイ・アザラ

シ・ペンギンの優雅にのんびりした姿やクラゲワンダーでの幻想的な世界にも浸りました。 

猛暑のため、一部行程等の変更もありましたが、無事に活動を終えられたことにホッとしました。 

皆様のご協力に感謝です。 

 
ウメテツ 

 
オオさん 

ショウさん 

 

この日の京都市の 

最高気温は 38.3℃ 


